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同
窓
会
会
長
挨
拶

　
　
　
　
　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　
　
　
　
　同
窓
会
会
長
　木
戸
　拓
耶

　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。
今
年
度
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科
同
窓
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
、
生
活
機
能
療
法
学
専
攻
６
期
生
の
木
戸
拓

耶
と
申
し
ま
す
。
今
年
度
も
同
窓
会
の
発
展
の
た
め

に
役
員
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
も
無
事
に
同
窓
会
誌
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
「
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
」
で
は
、
通
常
の
活
動
報
告
に
加
え
、
旧
ア

リ
ー
ナ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
改
築
に
つ
い
て
記
載
し

て
い
ま
す
。

　

本
同
窓
会
で
は
昨
年
度
、
千
里
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
、
副
院
長
の
吉
尾
雅
春
先
生
に｢

脳
画

像
か
ら
読
み
解
く
障
害
の
理
解｣

と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

脳
の
機
能
解
剖
、
そ
れ
に
伴
う
予
後
予
測
と
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

来
年
度
の
研
修
会
は
誠
佑
記
念
病
院
、
診
療
技
術
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
室
長
の
北
出
貴
則
先
生
に

ご
講
演
し
て
頂
く
予
定
で
す
。
皆
様
と
共
に
多
く
の

事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
、
ま
た
先
輩
後
輩
同

士
が
繋
が
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
熊
本
保
健
科
学
大
学
の

卒
業
生
と
し
て
今
後
も
一
緒
に
大
学
や
同
窓
会
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教

員
挨

拶

■ 

ご
挨
拶

　  

銀
杏
学
園
　理
事
長

熊
本
保
健
科
学
大
学
学
長
　竹
屋
　元
裕

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
同
窓
生
の
皆

様
こ
ん
に
ち
は
、
そ
し
て
初
め
ま
し
て
！

　

本
年
４
月
に
学
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
竹

屋
と
申
し
ま
す
。
専
門
は
病
理
学
で
、
熊
本

大
学
医
学
部
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
本
学

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
本
学
は
前
身
で
あ

る
化
血
研
衛
生
検
査
技
師
養
成
所
創
立
か

ら
数
え
て
本
年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
５
月
15
日
開
催
の
60
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
に
は
貴
学
科
同
窓
会
か
ら
も

多
数
ご
参
加
戴
き
、
大
変
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
60
年
間
の
卒
業
生
総
数

は
今
年
３
月
の
卒
業
生
を
合
わ
せ
る
と

９
，
０
０
０
名
を
超
え
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
設
置
は
平
成
19
年

（
言
語
聴
覚
学
専
攻
は
平
成
23
年
）
と
３

学
科
中
で
一
番
最
後
で
し
た
が
、
順
調
に

卒
業
生
が
巣
立
っ
て
お
ら
れ
、
３
専
攻
合

計
で
９
７
８
名
（
理
学
療
法
学
４
０
８

名
、
生
活
機
能
療
法
学
３
６
５
名
、
言
語

聴
覚
学
２
０
５
名
）
と
な
り
、
来
年
に
は

熊本保健科学大学リハビリテーション学科同窓会誌
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１
，
０
０
０
名
の
大
台
を
超
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

お
り
し
も
昨
年
10
月
に
理
学
療
法
士
及
び

作
業
療
法
士
養
成
の
指
定
規
則
が
改
正
さ

れ
、
本
学
で
も
次
年
度
以
降
の
入
学
者
を
対

象
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
定
を
行
い
ま
し

た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
の
趣
旨
は
、
高
齢

化
の
進
展
に
伴
う
医
療
需
要
の
増
大
や
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
対
応
で
き
る
質
の
高

い
理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
を
養
成
す

る
こ
と
で
、
合
わ
せ
て
言
語
聴
覚
学
専
攻
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
も
実
施
す
る
こ
と
で
、

３
専
攻
と
も
に
養
成
課
程
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
下

で
、
本
学
に
と
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
科
の
存
在
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会
組
織
の
活

性
化
と
同
窓
生
各
位
の
ご
活
躍
は
、
本
学
の

ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
も
繋
が
り
、
ひ
い
て

は
卒
業
生
の
就
職
の
後
押
し
に
も
な
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科
同
窓
会
な
ら
び
に
同
窓
生
各
位

の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
て
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

■ 

西
里
駅
の
こ
と

　
　
　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

学
科
長
　山
野
　克
明

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
本
学
は
熊
本
市
郊
外
に
位
置
す
る
キ
ャ

ン
パ
ス
で
す
。
郊
外
と
言
い
ま
す
が
、
要
す

る
に
「
田
舎
」
で
す
。
た
だ
、
す
ぐ
近
く
に

Ｊ
Ｒ
西
里
駅
が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
学
に
は

便
利
な
大
学
で
す
。

　

西
里
駅
は
戦
時
中
に
西
里
信
号
場
と
し
て

開
設
さ
れ
、
昭
和
29
年
12
月
10
日
に
正
式
に

駅
と
な
り
ま
し
た
。
人
に
例
え
る
と
御
年
65

歳
。
定
年
な
ど
物
と
も
せ
ず
、
学
生
や
地
域

の
人
た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
西
里
駅

に
は
も
と
も
と
駅
員
さ
ん
が
い
た
よ
う
で

す
。
平
成
９
年
発
刊
の
『
新 

熊
本
市
史
』

に
よ
れ
ば
、
当
時
の
国
鉄
が
推
し
進
め
た
経

営
合
理
化
を
理
由
に
昭
和
45
年
９
月
１
日
を

も
っ
て
無
人
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
九

州
に
よ
れ
ば
、
西
里
駅
の
１
日
平
均
乗
車
人

員
は
約
９
０
０
名
。
約
１
，
０
６
０
名
が
利

用
す
る
南
熊
本
駅
に
は
駅
員
さ
ん
が
い
ま
す

の
で
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
す
る
学
生
が
も
う
少
し

増
え
れ
ば
、
駅
員
復
活
の
可
能
性
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
学
開
学
以
来
、
と
り
わ
け
学
友
会
の
皆

さ
ん
は
定
期
的
に
駅
周
辺
の
清
掃
を
行
わ

れ
、
Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
表
彰
を
受
け
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

駅
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た

丁
寧
な
清
掃
活
動
で
、
地
域
の
方
々
や
Ｊ
Ｒ

の
皆
さ
ん
は
と
て
も
感
心
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

学
生
生
活
を
静
か
に
応
援
し
て
い
る
西
里

駅
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
も
の
で

す
。

■  

理
学
療
法
学
を
学
ん
だ
皆
さ
ま
へ

　
　
　理
学
療
法
学
専
攻
　

専
攻
長
　久
保
　高
明

　

同
窓
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

皆
さ
ま
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

来
年
度
か
ら
養
成
校
の
指
定
規
則
で
は
、
教

員
や
実
習
指
導
者
要
件
の
変
更
、
臨
床
実
習

前
後
の
実
技
能
力
等
の
試
験
実
施
義
務
化
な

ど
の
改
訂
が
な
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
っ

て
、
本
専
攻
に
は
卒
業
生
の
松
見
先
生
が
実

習
支
援
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す

が
、
専
攻
長
と
な
っ
た
当
方
と
も
ど
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
ま
す
。

　

さ
て
、
自
身
の
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、
最

近
、
理
学
療
法
学
の
知
識
を
用
い
て
、
な
じ

み
の
な
い
領
域
で
の
貢
献
も
で
き
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
周
り
で
は
、
企
業
と
の
共
同
研

究
や
一
般
企
業
へ
の
勤
務
な
ど
で
、
理
学
療

法
学
の
知
識
を
生
か
す
方
々
が
増
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
は
ま
だ
ま
だ
若
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
躍
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
理

学
療
法
士
と
し
て
の
仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
そ
う
し
た
活
躍

が
、
わ
れ
わ
れ
教
員
に
と
っ
て
良
い
知
ら
せ

に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
後
輩
た
ち
か
ら
す
れ

ば
憧
れ
の
存
在
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

話
が
変
わ
り
ま
す
が
、
最
近
、
「
人
生
百

年
時
代
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
関
わ

る
方
々
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
も
、

理
学
療
法
学
の
知
識
が
生
か
せ
る
と
思
い
ま

す
が
、
予
防
理
学
療
法
の
領
域
も
皆
さ
ま
の

活
躍
の
場
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

■  

花
と
教
員
が
待
っ
て
ま
す

　
　
　生
活
機
能
療
法
学
専
攻

専
攻
長

　吉
田
真
理
子

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
年
度
か
ら
、
生
活
機
能

療
法
学
（
旧
・
作
業
療
法
学
）
専
攻
の
専
攻

長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
『
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
』
で
は
新
ア

リ
ー
ナ
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

横
、Ｊ
Ｒ
線
路
側
に
花
壇
と
畑
が
あ
る
の
を

ご
存
知
で
す
か
。
昨
年
の
夏
は
向
日
葵
が
咲

い
て
、
一
面
が
黄
色
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。
今

年
は
、
日
日
草
や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
が
、
ピ
ン
ク
や
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赤
の
模
様
を
描
い
て
咲
い
て
い
ま
す
。

　

畑
で
は
、
授
業
で
Ｏ
Ｔ
専
攻
１
年
生
が
植

え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
が
育
っ
て
い
ま
す
。
後
期

の
授
業
で
は
こ
れ
を
収
穫
し
、
片
手
調
理

で
、
い
き
な
り
団
子
を
作
る
予
定
だ
そ
う
で

す
。

　

冬
の
花
壇
は
、
少
し
寂
し
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
春
に
な
る
と
ま
た
鮮
や
か
な

花
が
咲
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
秋
に
は
作
物
も

実
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、
西
里
駅
付
近
を
通
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
新
ア
リ
ー
ナ
横
の
花
壇
を

見
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
で
一
瞬
、
心
を
休

め
て
い
た
だ
き
、
時
間
が
あ
れ
ば
２
号
館
や

３
号
館
に
も
寄
っ
て
行
か
れ
ま
せ
ん
か
。
懐

か
し
い
顔
の
教
員
も
い
ま
す
の
で
。

■  「
つ
な
が
り
っ
て
…
…
よ
い
も

ん
だ
‼
」

　
　
　言
語
聴
覚
学
専
攻

専
攻
長

　大
塚
　裕
一

　

卒
業
生
が
ふ
と
遊
び
に
来
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
話
題
は
仕
事
の
悩
み
が
多
い
の
で
す

が
、
中
に
は
卒
業
生
同
士
の
結
婚
の
報
告
な

ど
び
っ
く
り
す
る
内
容
な
ど
様
々
で
す
。
そ

ん
な
中
で
毎
回
の
こ
と
な
の
で
す
が
同
級
生

の
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
話
に
話
題
が
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
番
組
タ
イ
ト
ル
み
た

い
で
す
が
「
あ
い
つ
、
今
ど
う
し
て
い

る
？
」
っ
て
感
じ
で
す
。
そ
こ
で
い
つ
も
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
が

結
構
な
割
合
で
同
級
生
の
現
況
を
把
握
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
く
よ
く
話
を
聞

く
と
、
た
び
た
び
同
期
と
あ
っ
て
い
る
と
の

こ
と
…
…
そ
れ
は
ど
の
年
度
の
卒
業
生
に
も

共
通
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
た
わ
い
も
な
い
話
か
ら
仕
事
の
こ
と
、
人

間
関
係
、
将
来
の
こ
と
、
結
構
な
悩
み
ま
で

様
々
な
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

人
は
人
の
支
え
な
し
で
は
生
き
て
い
く
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
き
っ
と
多
く
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
も

様
々
な
場
面
で
同
期
生
、
卒
業
生
の
つ
な
が

り
を
感
じ
、
そ
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
幾

度
か
助
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

「
同
級
生
が
近
く
に
い
て
よ
か
っ
た
で

す
！
」
よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
で
す
。
つ
な
が

り
っ
て
…
…
よ
い
も
ん
だ
。

　

リ
ハ
学
科
同
窓
会
、
い
つ
ま
で
も
盛
会
で

あ
れ
‼
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

生活機能療法学専攻
講師
宮田 浩紀　先生

2019 年３月まで九州
栄養福祉大学に勤務し
ていました。
専門は地域作業療法学
です。

生活機能療法学専攻
臨時（実習支援）教員
田川 朋美　先生

熊保大卒業後、熊本機
能病院に勤めていまし
た。
実習全般のサポートを
させていただきます。

理学療法学専攻
臨時（実習支援）教員
松見 遥香　先生

熊保大卒業後は病院に
就職し、その後警察事
務を経て６月から現職
です。

言語聴覚学専攻
臨時（実習支援）教員
平江 満充帆　先生

熊保大大学院の学生で
もあります。
摂食嚥下障害を研究し
ています。

新任教員紹介 新任の先生方に趣味をうかがいました！
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平成31年度　研修会報告

　９月14日は脳画像の基礎、病巣の同定を、
15日は脳画像の応用、予後予測とアプローチの
概要について、実際の臨床場面も含め、ご講演
いただきました。
　また、資料として多くの画像や動画を提供い
ただいたことも、イメージのしやすさに繋がり
ました。

　熊本保健科学大学の講義室を利用した研修会
は、学生時代に戻ったような気分にもなりました。
　休憩時間には卒業生同士の会話であふれ、と
ても暖かい雰囲気で研修会を進めることができ
ました。

令和元年９月14日・15日　　同窓会学術研修会を行いました

　「脳画像から読み解く障害の理解」をテーマ
に熊本保健科学大学で研修会を行いました。
　講師に吉尾雅春先生を迎え、延べ200人もの
参加がありました。

同窓会では今後も様々なテーマで講演会を実施していく予定です。
学びの場として、また、卒業生同士の交流の場としても、たくさんの参加をお待ちしています。
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熊本保健科学大学リハビリテーション学科同窓会会則
 平成30年４月１日制定

第１章　総　　則
第１条　この会は、熊本保健科学大学リハビリテーション学科同窓会という。
第２条　 この会は、本部を熊本保健科学大学リハビリテーション学科内（熊本市北区和

泉町325番地）におく。
第３条　 この会は、会員相互の親睦を図ると共に、学術技能の向上に努め、母校の名声

を宣揚し、その発展に寄与することを目的とする。
第４条　この会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
　　１　各専攻間の連携・親睦を深めること。
　　２　同窓会誌及び同窓会会員名簿発行に関すること。
　　３　学術研修会及び研究発表会に関すること。
　　４　その他この会の目的を達成するため必要な事業。

第２章　会　　員
第１条　この会の会員は、次のとおりとする。
　　　　正会員　　熊本保健科学大学リハビリテーション学科を卒業したもの。
　　　　特別会員　熊本保健科学大学職員で、会長の推薦したもの。
　　　　準会員　　熊本保健科学大学学生
第２条　 この会の会員（特別会員を除く）になろうとする者は、総会に於て定められた

会費を納入しなければならない。
第３条　 会員は、氏名、住所、勤務先等に変更が生じた場合は、その都度指定した連絡

先に通知するものとする。

第３章　役　　員
第１条　この会に、次の役員をおく。
　会長　　　　　　１名
　副会長　　　　　２名
　評議員　　　　　４名
　会計　　　　　　２名（事務局・学術局から１名）
　監事　　　　　　２名
　常任委員　　　　各専攻・各期から２名

第２条　役員の選出方法は次のとおりとする。
　　１　会長及び副会長は、正会員の中より評議員会において選出する。
　　２　評議員及び会計・監事は、常任委員会において常任委員の中から選出する。
　　３　常任委員は、総会において会員の中から選出する。
第３条　役員の職責は、次のとおりとする。
　　１　会長は、この会を代表し、会務を統轄する。
　　２　副会長は、会長を補佐し、会長に支障ある時はこれを代行する。
　　３　評議員会は、会長の諮問する重要事項を審議する。
　　４　監事は、この会の経理を監査し、評議員会に報告する。
第４条　役員の任期は、次のとおりにする。
　　１　会長は、任期を１年とする。　　
　　２　副会長及び会計・監事・評議員は、任期を１年とする。　　
　　３　常任委員は、任期を任意とする。
第５条　この会は、本部に事務局と学術局を設ける。
第６条　事務局は、常任委員より選出し、庶務部、企画部の係をおく。
　　１　庶務は、会員の異動調査及び会員名簿の出版等庶務一般の管理を担当する。
　　２　企画は、総会・同窓会誌・講演会・懇親会の企画及び業務を担当する。
第７条　学術局は、常任委員より選出し、学術研修部、研究発表部の係をおく。
　　１　学術研修部は、研修会の企画・運営を担当する。
　　２　研究発表部は、研究発表会の企画・運営を担当する。

第４章　会　　議
第１条　会議は、総会及び評議員会とする。
第２条　総会は、次のとおりとする。
　　１　 毎年本校において開催する。但し都合によって開催地を変更することができ

る。
　　２　 次年度の事業・予算決定、前年度の事業・決算報告の承認、その他会長が付議

した重要な事項を議決する。
　　３　議事は、出席者の過半数をもって決する。
　　４　総会の欠席者は、議決に関する一切の権限を議長に一任することとする。
第３条  評議員会は、次のとおりとする。
　　１　会長が必要に応じてこれを招集する。
　　２　 総会に付議すべき事項、事業の執行に関する事項、その他会長が付議した事項

について議決するものとする。

第５章　会　　計
第１条　この会の経費は、会費、寄付金、賦課金及びその他の収入とする。
第２条　予算及び決算については、次のとおりとする。

　　１　この会の予算及び決算は、総会においてその承認を得なければならない。
　　２　 決算書には、すべての財源及び使途ならびに現在の経理状況を明らかにし、会

計監査を受け、その意見書を添付しなければならない。
第３条　この会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。
第４条　この会の会計経理は、この会則に定めるもののほか、会計規則で定める。

第６章　会則の変更
第１条　この会の会則の改正は、総会において承認をうけなければならない。

付　則
１　この会則は、平成25年８月３日から施行する。
２　この会則は、一部改訂し、平成28年４月１日から施行する。
３　この会則は、一部改訂し、平成29年４月１日から施工する。
４　この会則は、一部改訂し、平成30年４月１日から施工する。

細　則
（会費・入会金・納入時期）
１　第２章第２条による会費は、永年会費5,000円、入会金5,000円とする。
２　会費は、熊本保健科学大学リハビリテーション学科入学時に納入するものとする。
３　準会員で退学したものは申し出により会費を返金するものとする。
 

会　　計　　規　　則
 平成30年４月１日制定

第１条　この規則は、会則第５章に基づき、会計に関する必要な事項を定める。
第２条　 会計は、経費及び物品の出納事務を取り扱い、会計担当常任委員がこれを行

う。
第３条　 出納の事務は、すべて文書により処理し、会長の決済を経なければならない。

但し、請求書または領収書徴収不能の場合は、会長または会計担当常任委員以
外の常任委員１名以上の認定を以て、これに変えることができる。

第４条　会計または支出に対し、不当と認めた時は、評議員会にはかるものとする。
第５条　 予算外の支出または予算超過の支出に当てるため、予備費を設けることができ

る。
第６条　 出納の経理を明らかにするため、下記の帳簿を備え証書類と共に保管しなけれ

ばならない。
　　　（１）金銭出納簿　　（２）会費納入者名簿　（３）その他の補助簿
第７条　 会務のために出張する者または会務に従事する者に対しては、最低限必要と思

われる旅費及び行動費を支給することができる。
第８条　 会計は、年度毎に収入支出決算書を作成し、会計検査を受け、その意見書を付

して、総会に提出しなければならない。
第９条　 会計は、総会までに収入予算案を編成し、評議員会の議を経て総会に提出しな

ければならない。
第10条　 会計は、必要に応じ評議員会の議を経て、一会計年度中の一定期間内にかかる

暫定予算を作成し、これを執行することができる。この場合、暫定予算は当該
会計年度の予算が成立したとき、その効力を失う。

第11条　 会計は、必要と認める時は会長の承認を経て、資金前渡を行うことができる。
この場合、事務終了後直ちに精算しなければならない。

第12条　この規則の改正は、評議員会の承認を得なければならない。

１　この規則は、平成30年４月１日より施行する。

旅費及び行動費支給規定
 平成30年４月１日制定

第１条　 この規定は、会計細規則第７条の規定により旅費及び行動費支給に関する必要
な事項を定める。

第２条　 この会の会員及びその他の者で、会長の命令又は要請により会務のため出張す
る者又は会務に従事する者にはこの規定により旅費及び行動費を支給する。

第３条　前条の旅費とは、交通費の実費及び会長が必要と認めた場合の宿泊料とする。
第４条　行動費は日数に応じ、宿泊料は夜数に応じて支給する。
第５条　 交通費は、等級の区分がある場合は最下級のものとし、必要がある場合は急行

及び寝台の料金を加算することができる。
第６条　 交通費実費の計算は目的地までの最短順路によって行う。但し、天災その他や

むをえない事由により順路を変更した場合はその現に経過した経路による。
第７条　宿泊料は実費を支給する。行動費は日額1,000円とする。
第８条　 会長は時宜により旅費及び行動費の一部もしくは全部を支給しないことができ

る。
第９条　この規定の改正は評議員会の承認を得なければならない。

１　この規定は平成30年４月１日より施行する。
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Ⅰ.  運営に関する事項
　1. 総会を開催する
　　　平成31年3月9日（土）　ザ・ニューホテル熊本
　2. 役員会
　　　22回開催
Ⅱ.  教育に関する事項
　　リハビリテーション学科同窓会開催
　　講演会開催
　　　平成31年3月9日（土）　ザ・ニューホテル熊本
　　　「災害に医療従事者として向き合うこと　
　　　～熊本地震の経験から～」　赤坂威史先生

Ⅲ.  調査研究に関する事項
　　会員の活動状況の把握
　　会員の住所録調査とデータ管理
Ⅳ.  福祉に関する事項
　　式典（入学式、卒業式）参列並びに祝電送付
　　会員、準会員の慶弔禍福
Ⅴ.  出版に関する事項
　1. 同窓会誌『ハナミズキ』第5号発行

Ⅰ．収入の部 （単位：円）

費　　目 予算額 決算額 差　　異 備　　考
1.　会 費 収 入 1,200,000 1,370,000 ▲170,000 平成30年度入学生 137名
2.　補 助 金 収 入 250,000 0 ▼250,000 本年度研修会非実施のため補助金なし
3.　講演会・懇親会費 0 0 0 本年度講演会非実施
4.　雑 収 入 88 94 ▲6 銀行利息
5.　前 年 度 繰 越 金 9,184,266 10,994,202 ▲1,809,936 （銀行10,874,646円　手持ち119,556円）

収 入 合 計 10,634,354 12,364,296 ▲1,729,942
▲は予算より収入増
▼は予算より収入減

Ⅱ．支出の部 （単位：円）

費　　目 予算額 決算額 差　　異 備　　考
1.　懇 親 会 費
　  1） 講演会・懇親会 

開催費 100,000 36,000 ▼64,000 同窓会役員懇親会

　  2）福祉費 25,000 20,248 ▼4,752 教員退職祝い2名分
2.　会 議 費 　 　 　
　  1）役員会会議費 250,000 96,000 ▼154,000
3.　事 務 費 　 　 　
　  1）備品費 10,000 37,584 ▲27,584 パソコン　ワードソフト
　  2）消耗品費 10,000 0 ▼10,000
　  3）通信費・印刷費 350,000 323,727  　▼26,273 印刷、第5号ハナミズキ発送
4.　拠 出 費 0 150,000 ▲150,000 同窓会連合会（H28.29.30年度分）
5.　予 備 費 10,000 540 ▼9,460 銀行手数料

支 出 合 計 755,000 664,099 ▼90,901
▲は予算より支出増
▼は予算より支出減

平成30年度　事業報告

平成30年度　収支決算報告書
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで
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Ⅰ.  運営に関する事項
　1. 総会開催
　　　令和元年9月14日（土）　熊本保健科学大学
　2. 役員会
　　　20回開催
Ⅱ.  教育に関する事項
　　講演会開催
　　令和元年9月14日（土）、15日（日） 熊本保健科学大学
　　「脳画像から読み解く障害の理解」　吉尾雅春先生

Ⅲ.  調査研究に関する事項
　　会員の活動状況の把握
　　会員の住所録調査とデータ管理
Ⅳ.  福祉に関する事項
　　式典（入学式、卒業式）参列並びに祝電送付
　　会員、準会員の慶弔禍福
Ⅴ.  出版に関する事項
　1. 同窓会誌『ハナミズキ』第6号発行

Ⅰ．収入の部 （単位：円）
費　　目 前年度予算額 予算額 差　　異 備　　考

1.　会 費 収 入 1,200,000 1,200,000 0 平成31年度入学生120名（40人×3専攻）
2.　補 助 金 収 入 250,000 250,000 0 学校法人銀杏学園250,000円
3.　講演会・懇親会費 0 440,000 ▲440,000 35,000円＝一般：5,000円×70人 

90,000円＝同窓会会員：3,000円×30人
今 年 度 収 入 合 計 1,450,000 1,890,000 ▲440,000 　
雑 収 入 88 88 0 銀行利息
前 年 度 繰 越 金 8,747,292 9,184,266 ▲436,974 　

収 入 合 計 10,197,380 11,074,354 ▲876,974 　
▲は前年予算額より収入増
▼は前年予算額より収入減

Ⅱ．支出の部 （単位：円）
費　　目 前年度予算額 予算額 差　　異 備　　考

1.　懇 親 会 費 　 　 　 　
　  1）講演会開催費 0 390,000 ▲390,000 謝礼金：21万円、役員日当：18万円
　  2）懇親会開催費 80,000 80,000 0 懇親会費
　  3）福祉費 35,000 35,000 0 電報代、大学行事参加経費
2.　会 議 費 　 　 　 　
　  1）役員会会議費 65,000 65,000 0 　
3.　事 務 費 　 　 　 　
　  1）備品費 60,000 50,000 ▼10,000 事務用品（パソコンソフト含む）
　  2）消耗品費 10,000 10,000 0 事務用品
　  3） 通信費 

印刷費 350,000 350,000 0 印刷、第6号ハナミズキ発送
4.　拠 出 費 900,000 50,000 ▼850,000 同窓会連合会費（平成31年度分）
5.　予 備 費 1,000 1,000 0 銀行手数料など

支 出 合 計 1,501,000 1,031,000 ▼470,000 　
▲は前年予算額より支出増
▼は前年予算額より支出減

平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

平成31年度　事業計画

平成31年度　収支予算書
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毎年、同窓会にて講演会・勉強会を企画しています。より皆様にとって有意義な機会にする

ために、講演会・勉強会の希望を受け付けています。

この講師・先生の講演を聞いてみたい、こんなテーマで開催してほしい、など皆様から頂い

た希望を同窓会がサポートできればと考えています。

皆様からの貴重なご意見・ご要望をお待ちしています。

連絡先　Email：khsu-reha-gakujustukyoku@outlook.jp　　　同窓会学術局

名前・住所の変更があった方は、小野高速印刷（株）までご連絡をお願いします。

変更前の氏名・住所と変更後の氏名・住所を合わせてご連絡ください。

小野高速印刷（株）熊本営業所

熊本県熊本市中央区上水前寺１丁目12－12　第二コーポ・アベリア１Ｆ

連絡先　Tel：096－382－1177　　　E-mail：kumamoto@ohp.co.jp

旧アリーナはレストランに、レストランはキャンパステラスになる予定です。

工事は2020年まで行われます。完成をお楽しみに。

講演会の希望受付

名前・住所の変更

旧アリーナの工事が始まっています！


